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平成２６年度新見市地方独立行政法人評価委員会（第２回）議事要旨 

 

１ 日 時 平成２６年７月２４日（木）１５：００～１７：１５ 

２ 場 所 新見市役所 第５委員会室 

３ 出席者 

（１）評価委員会 新中委員長、森口委員、杉委員 

（２）事 務 局 関野係長、赤木主任 

４ 議 事 

（１）平成２５年度実績報告書及び財務諸表の評価等について 

各委員の評価した内容を発表し、委員会としての意見をまとめた。 

大項目Ⅱまでが終了し、大項目Ⅲ以降及び財務諸表の評価については、次回評価委

員会（８月１日（金）午後１時３０分～）において審議することとなった。詳細は、

以下のとおり。 

 

委員発言要旨 取りまとめ結果 

［項目別評価］ 

Ⅰ．大学の教育研究等の質の向上に関する

目標を達成するためにとるべき措置 

１ 教育に関する目標を達成するための措

置 

１）教育内容 

（１）教養教育 

Ｐ８ ①教育課程 

○全国的に高校までの基礎学力に問題があ

ると言われている中で、基礎ゼミナールの

ような教養科目の充実が専門科目を学ぶ基

礎づくりにつながっていっている。 

 

Ｐ８ ②外国語教育 

○海外研修への参加率は割と高いのではな

いかと思が、研修への参加率に捉われない

ほうが良い。 

○積極的に取り組んでおり改善はしている

が、まだ努力の余地がある。 

 

Ｐ８ ③情報教育 

○設備も充実している。 

 

Ｐ９ ④実施体制 

 

 

 

 

 

 

 

評定４ 

教養科目の充実により専門科目の向上へ

つながっており評価できる。 

 

 

 

評定３  

外国語はますます重要になるので今後さ

らなる充実を図られたい。 

 

 

 

 

評定４ 特には意見なしとする。 

 

 

評定３ 特には意見なしとする。 
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○読書調査アンケートの参加率８８％は評

価できる。 

○山陽新聞社との連携協力が実施されてい

ない。 

 

（２）専門教育 

①新見公立大学 

Ｐ９ ａ看護学部看護学科 

 

②新見公立短期大学 

Ｐ１０ ｂ幼児教育学科 

○小学校での読書の時間への参加がとても

よいことだと思う。他の小学校へも拡大し

てほしい。 

 

Ｐ１０ ｃ地域福祉学科 

 

 

２）教育の実施体制 

Ｐ１１（１）教育組織の整備 

 

Ｐ１２（２）教育の質の改善及び向上 

○学生による授業評価は評価できるもので

ある。 

○授業が学生にわかりやすく改善されてき

ている。 

 

Ｐ１１（３）教育評価システムの確立 

 

Ｐ１２（４）教育環境の整備及び充実 

○図書館の開館時間延長が継続されてお

り、学生に有効利用されている。 

○電磁ゲートの設置もよい。 

 

２ 研究に関する目標を達成するための措

置 

１）研究内容 

Ｐ１３（１）研究活動の充実 

○大学院の設置は大学の努力の結果であ

る。 

 

 

 

 

 

 

  

評定４ 特には意見なしとする。 

 

 

 評定４ 

 小学校の読書への参加は評価できるの

で、更なる取り組みを期待する。 

 

 

 評定４ 特には意見なしとする。 

 

 

 

 評定３ 特には意見なしとする。 

 

 評定４ 特には意見なしとする。 

  

 

 

 

 

 評定４ 特には意見なしとする。 

 

 評定４ 

 図書館の開館時間を継続して延長してい

ることが評価できる。 

 

 

 

 

 

 評定４ 

 大学院の設置を実現したことは評価でき

る。 
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Ｐ１３（２）研究成果を社会に還元 

○紀要の電子データの公開や年報記事の簡

素化や経費縮減等努力がみられる。 

 

２）研究の実施体制 

Ｐ１３（１）実施体制 

 

Ｐ１３（２）研究の質の向上 

 

３ 学生の確保及び支援に関する目標を達

成するための措置 

１）優秀な学生の確保 

Ｐ１４（１）学生の確保の基本方針 

○学生の確保については、努力がうかがえ

る。 

 

Ｐ１４（２）入試改革の実施 

○多くの出願者の確保ができているのは改

革が行われている成果である。 

 

Ｐ１５（３）広報 

○大学案内などは良いものができている。 

○フェイスブックの運用も開始している

が、どこの大学も実施しており目立つもの

ではない。 

 

Ｐ１５（４）高校との連携 

○県内の高校教員に対する説明会が良い。

高校訪問も継続して頑張られている。 

 

 

２）学生への支援 

Ｐ１５（１）学習支援 

○学習到達状況の把握、国家試験対策など

個別の学習支援がしっかりできている。 

 

Ｐ１６（２）生活支援 

○入学した学生全員が卒業できるよう支援

をしっかり行ってほしい。 

 

 評定４ 

紀要の電子データ公開や年報記事の簡素

化や経費縮減は評価できる。 

 

 

評定３ 特には意見なしとする。 

 

 評定３ 特には意見なしとする。 

 

 

 

 

 評定４ 

 今後とも優秀な学生の確保に努力してい

ただきたい。 

 

 評定３ 

 入試制度は常に改善していただきたい。 

 

 

評定３ 特には意見なしとする。。 

 

 

 

 

 

 評定４ 

 県内の高校教員に対する説明会は評価で

きるので、今後とも高等学校との連携に努

められたい。 

 

 

評定４ 

学生に対するきめ細やかな学習支援がで

きており今後も継続していただきたい。 

 

 評定４ 

 学生の生活支援に対しては、授業料免除

や奨学金制度の更なる拡充に行政も十分努
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○生活支援の拡充について、さらに力を入

れていただきたい。 

 

Ｐ１７（３）進路支援 

○実績は良いので、今後も更なる情報提供

をしていってほしい。 

 

４ 地域社会との連携及び貢献に関する目

標を達成するための措置 

１）地域との連携及び貢献 

Ｐ１７（１）教育研究成果の地域還元 

○公開講座は参加者が多く充実している。 

○幼稚園教諭等を対象とした専門研修は参

加者からも好評である。 

 

Ｐ１８（２）地域との連携推進 

○教員の地域活動への参加は非常に努力さ

れている。 

○「サテライト・デイ」や「こどもフェス

タ」など学生の活動も好評であり評価でき

る。学生にとっても卒業後に役立つもので

ある。 

 

Ｐ１８（３）教育機関との連携推進 

 

 

Ｐ１９ ２）国際交流及び国際貢献の推進 

 

Ⅱ．業務運営の改善及び効率化に関する目

標を達成するためにとるべき措置 

１ 運営体制の目標を達成するための措置 

Ｐ１９ １）運営体制の強化 

 

Ｐ２０ ２）学内資源の効果的配分 

 

Ｐ２０ ３）学外有識者の登用 

 

２ 人事の適正化の目標を達成するための

措置 

Ｐ２０ １）人事制度 

力していただきたい。 

 

 

 評定４ 

学生が希望進路に進めるよう更なる情報

提供に期待する。 

 

 

 

 

 評定４ 

 公開講座の充実は評価ができるので、引

き続き努力されたい。 

 

 

 評定４ 

 精力的な地域活動への参加は評価できる

ものであり、引き続き地域との連携を深め

ていただきたい。 

 

 

 

 

 評定３ 特には意見なしとする。 

 

 

 評定３ 特には意見なしとする。 

 

 

 

 

 評定３ 特には意見なしとする。 

  

評定３ 特には意見なしとする。 

 

 評定３ 特には意見なしとする。 

 

 

 

 評定３ 特には意見なしとする。 
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Ｐ２０ ２）評価制度 

○評価制度の導入は非常に難しいものであ

り、大学側の苦心が感じられる。 

 

Ｐ２０ ３）人材の確保 

 

 

 

 評定２  

 制度の確立に努力されたい。 

 

 

 評定３ 特には意見なしとする。 

  

 

以上 


